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感染力評価を基軸にしたCOVID-19の地域防疫

PCR検査を活用した夷隅地域の活動

いすみ医療センター

保健師 関 智恵子



いすみ医療センターの紹介

• いすみ市・大多喜町・御宿町による組合立病院

• 病床数１４４床（一般70床 地域包括ケア22床 療養48床 感染4床）

コロナ対応病床 最大24床
・ 夷隅地域の人口 70,811人 高齢化率 42.5％

いすみ医療センター

⇐いすみ市



PCR検査を活用した夷隅地域の活動

１．いすみ医療センターのPCR検査

２．高齢者施設等での一斉PCR検査

３．保育所での一斉PCR検査



PCR検査を活用した夷隅地域の活動

１．いすみ医療センターのPCR検査



区 分 発熱外来枠 PCRセンター枠

核酸検査
実施件数 2145件 1428件

陽 性 50件 5件

陰 性 2095件 1423件

いすみ医療センター PCR実施結果
（発熱外来枠とPCRセンター枠）

期間：令和2年6月22日～令和3年1月31日 3573件

陽性率：５５件/３５７３件 １．５３％



区 分 １１月 １２月 １月

PCR検査
実施件数 250件 527件 1094件

陽 性 1件 5件 33件

陰 性 249件 522件 1061件

いすみ医療センター PCR検査実績

期間：令和2年11月1日～令和3年1月31日 1871件

陽性率： ０．４％ ０．９６％ ３．１％



新型コロナ：コロナ・いすみ医療センター 「疑わしきは検査」奏功
陽性率１．５％、際立つ低さ／千葉 2021年2月5日 (金) 毎日新聞

いすみ市にある公立病院いすみ医療センターが２０２０年６月から独自に実施している
積極的な新型コロナウイルスの遺伝子検査の件数が、２１年１月末までに３５７３件に
達した。うち陽性は５５件で、陽性率は県全体を大きく下回る１・５％で、「疑わしきは検
査」が徹底されている。【金沢衛】

県発表で１月末までの県内検査状況は約３３万人の実施で陽性者は２万５６９人。陽
性率は６・１％で、同センターでの陽性率が際立って低いことが分かる。検査数が１００
０件を超えて最も多かった２１年１月でも３％だった。

同センターでの検査は、地域内の医師の紹介があれば全て実施しており、保健所を経
由した場合に比べて検査を受けられるハードルが低く、受検者を増やすことにつながっ
ているという。微熱やだるさ、喉の不快感などわずかな体調不良でも検査対象としてお
り、濃厚接触者と接触があったというケースでも対象としている。

２１年１月に同市の保育所で園児５人の陽性が確認された際は、市の判断で残りの在
籍園児と職員の計１５３人全員を検査する対応を取った。いずれも陰性だった。市は早
期の徹底した検査によってクラスターの収束につながったと成果を強調している。

同センター感染制御アドバイザーの平井愛山医師は、陽性と判定された８割が無症状
だったことから軽微な変調での早期検査の重要性を指摘し、「ボヤのうちに封じ込めて
いく。ボヤを早く見つけて、消し続けていくことで地域は火の海にならない」と話した。
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PCR検査を活用した夷隅地域の活動

１．いすみ医療センターのPCR検査

２．高齢者施設等での一斉PCR検査



新型コロナの地域内感染拡大の段階的評価
～いすみスケール～

レベル ０ ボヤ発生なし

レベル １ 市民単位のボヤ発生

レベル ２ 高齢者施設等でボヤ発生

レベル ３ 高齢者施設等でクラスター発生
医療崩壊



事 務 連 絡
令和２年 11 月 19 日

各 衛生主管部（局） 御中
厚生労働省新型コロナウイルス感染症

対策推進本部
高齢者施設等への重点的な検査の徹底について（要請）

新型コロナウイルスの感染状況については、新規陽性者数の増加傾向が顕著になってき
ています。最近の新規感染者数を１週間の移動平均で見ると、２週間で２倍を超える伸び
となっています。冬の到来を前にして、７、８月の感染拡大の際に近い伸び方になっており、
強い危機感をもって対処していく必要があります。こうした中で、医療施設、高齢者施設等
でのクラスターが多数発生しています。
このため、これまでも、高齢者施設等の入所者、介護従事者に対する検査の徹底につい
て、都道府県等に要請してまいりましたが、さらにこうした対応を進めるための方針や取組
をとりまとめましたので、これを踏まえ、一層の取組を推進していただきますよう、お願いい
たします。

記

１．高齢者施設等での検査の徹底
(１）高齢者施設等の検査の徹底、直ちに取り組むべき地域の明確化
① 高齢者施設等の入所者又は介護従事者等で発熱等の症状を呈する者については、必
ず検査を実施すること。当該検査の結果、陽性が判明した場合には、当該施設の入所者

及び従事者の全員に対して原則として検査を実施すること。
（以下略）



地域内の高齢者施設等での一斉PCR検査

12月25日 勝浦市内老人保健施設 →12/26：１６０名 全員陰性
→12/28：全員再検 全員陰性

1月 7日 いすみ市内特別養護老人ホーム
→1/10：２２０名 全員陰性

1月10日 いすみ市内デイサービス →1/15：３０名 全員陰性
1月12日 いすみ市内障害福祉施設→1/15：７０名 全員陰性
1月13日 いすみ市内障害児通所施設 →1/15：一部陰性
1月15日 いすみ市内特別養護老人ホーム

→1/16：２６０名 全員陰性
発端者：正職員で厨房担当、濃厚接触の家族3名のみ陽性

1月19日 いすみ市立保育所→1/20：職員 ２０名 全員陰性
→1/22：園児 １４０名 全員陰性
→1/25・26：園児・職員 １６０名



高齢者施設等の一斉ＰＣＲ検査の実施形態

当該施設実施
方式

ドライブスルー
方式

出前
ドライブスルー

方式

実施主体
（診療報酬請
求施設）

当該施設
（嘱託医）

いすみ
医療センター

いすみ
医療センター

診療報酬請
求額

19500円/件 15000円/件 15000円/件

検体採取
場所

当該施設内
いすみ

医療センター
当該施設内

医師手当
支給機関

当該施設
いすみ

医療センター
いすみ

医療センター

医師保険
対応機関

当該施設
いすみ

医療センター
いすみ

医療センター
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いすみ市立 長者保育所

いすみ市立 東海保育所

いすみ市立 夷隅こども園

いすみ市立 太東保育所

いすみ市立 浪花保育所

いすみ市立 中根保育所

いすみ市立 古沢保育所

いすみ市立 第一保育所

いすみ市立 第二保育所

いすみ市立 東保育所

子山保育園

いすみ市内の保育施設一覧



保育園児の感染ルートは３つある

保育士 保護者

園児

① ②

③



地域内の高齢者施設等での一斉PCR検査

12月25日 勝浦市内老人保健施設 →12/26：１６０名 全員陰性
→12/28：全員再検 全員陰性

1月 7日 いすみ市内特別養護老人ホーム
→1/10：２２０名 全員陰性

1月10日 いすみ市内デイサービス→1/15：３０名 全員陰性
1月12日 いすみ市内障害福祉施設 →1/15：７０名 全員陰性
1月13日 いすみ市内障害児通所施設 →1/15：一部陰性
1月15日 いすみ市内特別養護老人ホーム

→1/16：２６０名 全員陰性
発端者：正職員で厨房担当、濃厚接触の家族3名のみ陽性

1月19日 いすみ市立保育所 →1/20：職員 ２０名 全員陰性
→1/22：園児 １４０名 全員陰性
→1/25・26：園児・職員 １６０名



１．家庭内感染の園児1名の発生を把握した１月１９
日の時点で、翌日から保育所を休所とした。

２．家庭内感染の園児１名から他の４名の園児に感
染した。

３．職員２０名および他の園児１３３名の一斉PCR検
査をおこなったところ、上記５名以外は１名も陽
性者はいなかった。

４．園内で感染した４名の園児の家族も全員陰性で
あった。

５．以上から、保育所の感染は終息したことが確認
され、保育所内の消毒が完了したので、保育所
を再開する。



千葉日報 令和3年2月2日 記事 保育施設利用保護者への市長メッセージ



保育所再開にあたり保護者に配布した新型コロナ啓発用資料



夷隅地域の感染拡大防止のポイント

市⺠の意識改⾰
•⼈権尊重宣⾔により差別等の禁⽌
•軽微な症状でも受診し検査を受ける市⺠意識の
⾼揚
検査を受けやすい体制
•地域内かかりつけ医からの紹介（発熱外来・ド
ライブスルー検査）
•原則検査料の⾃⼰負担なし
•関係者等と協⼒した検査体制の構築



今後も関係者・関係機関と協⼒し、PCR検査を
活⽤し、地域の感染拡⼤防⽌に努めます。

ありがとうございました。


